	

	氏　名
	檜　山　太　郎
	学 年
	５
	生年月日
	平成20年11月30日

	
	
	性 別
	男
	
	

	住　所
	○○町32-36
	連 絡 先
(TEL)
	013○（○○）○○○○

	初回
記入日
	４/10
（６/11追記）
	保護者
同意
	有　・　無
	記入者
	担任　檜　山　花　子


　　　　　（11/30追記）（３/10追記）
学校生活の様子
	項目
	様子　内容

	よい面
	・絵を描くことに集中し、上手に描く。
・話すことが得意で、また分かりやすく話せる。
・指示を受けた役割について、意欲的に取り組む。

	好きなこと・もの
	絵を描くこと。食べること。男性の先生。

	項目
	支援が必要な
場合は○
	様子　支援の内容

	聞く
	
	

	話す
	
	

	読む
	○
	・正しく読むことが難しい。→漢字にふりがなを振って読ませる。

	書く
	○
	・字を丁寧に書くことが難しい。→放課後練習の時間を設ける。

	計算する
	
	

	推論する
	
	・自分の意見を主張し、相手の言うことを聞かないことがある。

	運動する
	
	

	健康に生活する
	
	

	集中する
	○
	・苦手なことに集中が難しい。→１時間の中に複数の活動を入れる。

	咄嗟に行動する
	
	・興味あることを思い出すと立ち上がったり声を出したりする。

	人と関わる
	○
	・児童同士での関わりは苦手。→先生などを通して関わる。

	特徴的に行動する
	○
	・授業途中で絵を描き始める。→その都度気付かせ授業に戻す。

	その他、特記事項
検査結果
関係機関の利用状況
	
	・WISC-Ⅳ：82（５/13実施）
・保護者が函館児童相談所で教育相談を行う。（４/20）


家庭生活における特徴的な様子
	学習面
	・１時間程度集中して家庭学習（国語・算数）に取り組む。

	生活面
	・料理を作るときにお手伝いをする。


学校生活や将来に向けての保護者・本人の願い
	保護者の願い
	・それなりの学力を身に付け、大学に進学し、生活に困らない職業に就いてほしい。そのために、もっと勉強に力を入れてほしい。

	本人の願い
	・料理人か料理を紹介するユーチューバーになりたい。


支援の方向性
	本人・保護者の考え
	・友達と一緒に普通高校へ進学したいと考えており、通常学級で集団生活を送りたい。

	学校の考え
	・授業に集中できる環境を作る。本人に集中が必要なことを粘り強く伝え続ける。
・他者の気持ちを理解し、円滑なコミュニケーションを取れるようにする。


長期目標（年度末を視野に）
	・好きなことを認めつつ、他のことにも意欲をもち集中できるようにする。
・仲間と一緒に過ごすことのよさや楽しさに気付けるようにする。


短期目標（１～３か月後を視野に）
	記入日
	目標
	場面
	指導・支援内容
	評価

	４／10
	・自分のやりたい当番に自分から取り組む。
・仲間と協力して当番に取り組む。
	当番活動
授業
	・当番時はもちろん、授業時等でも役割
を選択させる。
	６／11
ほぼ達成。

	６／11

	・指定された当番に取り組む。
・机上整理をする。

	当番活動
授業
	・好き嫌いに関係なく役割を与える。
・机上チェック表を作成し、１時間ごと
に確認する。
	11／30
未達成。
日によって当番活動には差があった。

	11／30

	・指定された当番に取り組む。
・机上整理をする。

	当番活動
授業
	・好き嫌いに関係なく役割を与える。
・机上チェック表を作成し、返りの会に確認する。
	３／10
達成。
集中力アップした。仲間とトラブルが減った。


通常の学級で活用する支援プランシート　（記入例）








